




















要約: 6 ヵ月乳児の尿を用いた神経芽腫マススクリーニング(MS)の目的は、予後不良な幼

児の進行期腫瘍を、乳児期に早期に発見し、治療を行い、予後を改善することである。MS

は、乳児期の早期腫瘍が進行し、幼児期の腫瘍になるという前提に基づき実施されている。

神経芽腫患者の予後は ploidy、1 番染色体短腕(1p)欠失の有無、N-myc 増幅の有無など染

色体・遺伝子構成により規定されており、この 3 者は密接に関係している。MS で発見さ

れる腫瘍の 90%は予後良好な 3 倍体・ 5 倍体腫瘍であり、反対に MS 陰性で幼児に発見さ

れる腫瘍の 75%は予後不良な 2 倍体・ 4 倍体腫瘍である。乳児の腫瘍と幼児の腫瘍は、お

おむね異なる生物学的性格を示すので、MS による神経芽腫の予後改善効果は小さいと考

えられる。


